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マスクを着けるときは 
 

① 口と鼻を覆って、鼻の部分にすき間ができないようフィットさせる。 
 

② 子どもがイヤがったら、無理に着けるのは避けましょう。 
 

③ ３歳以上の子どもがマスクを使うときは、まず、鼻を隠す 

正しい着け方を伝えましょう。 

着け外しできる 

ように練習しましょう 

「外していい」と 

伝えましょう 

汚れたら 

替えましょう 

息苦しい時や暑い時に、自分で外せな

いと危険です。 

着け方だけでなく、外し方もしっかり練

習しましょう。 

具合が悪い時や暑い時に、子どもが

自分で外せるよう 

「少しでも苦しい時は外していい」と 

伝えましょう。 

マスクが汚れた時や、地面に落とした

後に、そのまま着けるのは不衛生で

す。清潔なマスクを使えるよう、替えを

持っておくようにしましょう。 

 

窒息を起こしやすい 
 

よだれなどでマスクが

口や鼻に張りつくと、息

が出来なくなります。 

異常に気付きにくい 
 

小さな子どもは具合が悪く

なっても言葉で伝えられま

せん。しかも、マスクで顔の

半分が覆われてしまうので、

表情や顔色が分かりにくく

なります。 

酸素不足になりやすい 
 

マスクを着けると息を強く吸い込

まなければならないので、酸素不

足になる危険性があります。 

また、肺や心臓にも負担がかかり

ます。 

保護者はしっかり 

マスク着用 

マスクは感染するのを防ぐものではなく、 

人にうつすのを防ぐものです。 

咳や鼻水が出ているときは外出を避け、 

ゆっくり休ませてあげましょう。 
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